
議
員

平
成
十
七
年
三
月
に

策
定
さ
れ
た
ご
み
処
理
広
域

化
実
現
可
能
性
調
査
の
最
終

報
告
書
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

湘
南
西
ブ
ロ
ッ

ク
は
、ご
み
の
処
理
を
平
塚
・

大
磯
・
二
宮
ブ
ロ
ッ
ク
と
秦

野
・
伊
勢
原
ブ
ロ
ッ
ク
の
二

ブ
ロ
ッ
ク
体
制
で
広
域
化
を

進
め
、
十
九
年
度
ま
で
に
ご

み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
を

策
定
し
、
具
体
的
に
推
進
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

議
員

市
長
は
、
一
昨
年
に

「
報
告
書
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
自
区
内
処
理
も
あ
り
得

る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
報
告
書
は
当
初
か

ら
広
域
化
処
理
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
自
区
内
処
理
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
理

由
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

こ
の
報
告
書
の

策
定
目
的
は
、
三
市
二
町
の

枠
組
み
の
中
で
ご
み
処
理
の

広
域
化
が
可
能
か
ど
う
か
を

調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご

み
処
理
の
状
況
に
よ
り
各
市

町
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
が

異
な
る
た
め
、
同
じ
レ
ベ
ル

で
の
評
価
が
で
き
な
い
の
で

こ
の
報
告
書
の
中
で
は
検
討

し
て
い
な
い
。

議
員

広
域
化
の
背
景
と
し

て
「
本
市
単
独
で
の
ご
み
処

理
施
設
の
整
備
は
極
め
て
困

難
な
状
況
に
あ
る
」
と
し
て

い
る
が
、
本
市
単
独
で
の
整

備
が
困
難
な
理
由
と
は
何
か
。

環
境
部
長

ご
み
処
理
施
設

は
高
度
な
プ
ラ
ン
ト
設
備
で

あ
り
、
膨
大
な
費
用
負
担
を

伴
う
。
ま
た
、
国
の
助
成
を

受
け
る
に
は
広
域
化
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員

焼
却
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
、平
塚
市
と
大
磯
町
、

二
宮
町
と
の
話
し
合
い
は
行

わ
れ
た
の
か
。

助
役

今
年
四
月
に
首
長
会

談
を
行
い
、
ご
み
処
理
広
域

化
実
現
可
能
性
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
も
足
並
み

を
揃
え
て
対
応
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
今
後
は
計
画
策

定
の
中
で
協
議
の
場
を
設
定

し
て
い
く
。

議
員

今
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
本
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
に

影
響
は
あ
る
の
か
。

環
境
部
長

一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
改
訂
に
当
た

っ
て
は
、
広
域
化
計
画
と
の

整
合
性
を
図
っ
て
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

議
員

昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
を
反
映
し
、
本
市
内
で
も

ペ
ッ
ト
の
遺
骸
処
理
の
た
め

の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
稼
働

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
迷
惑

施
設
で
あ
る
小
動
物
の
焼
却

施
設
が
住
宅
地
に
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
、
周
辺
住
民
に
と

っ
て
は
生
活
環
境
の
悪
化
と

な
る
の
で
、
規
制
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長
・
環
境
部
長

今
後
、

民
間
に
よ
る
焼
却
施
設
を
含

む
霊
園
建
設
の
動
き
が
盛
ん

に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
小
動
物
の
焼

却
施
設
に
対
す
る
法
律
上
の

規
制
等
は
な
く
、
本
市
で
も

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
他

市
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
指
導
要
綱
等
を
策
定
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

本
市
の
小
動
物
焼
却

施
設
に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト
愛

好
家
の
要
望
も
取
り
入
れ
た

施
設
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

環
境
部
長

本
市
の
施
設
は

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
は

あ
る
が
、
他
市
に
先
が
け
て

小
動
物
を
一
般
ご
み
と
区
分

し
て
焼
却
し
、
ペ
ッ
ト
の
骨

を
引
き
渡
す
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
慰
霊
碑

を
設
け
、
供
養
も
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

本
市
が
処
理
・
処
分

す
る
一
般
廃
棄
物
の
二
〇
％

以
上
を
事
業
系
ご
み
が
占
め

て
い
る
。
多
く
の
市
民
が
ご

み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
努

力
し
て
い
る
の
で
、
事
業
者

に
も
事
業
系
ご
み
を
適
正
に

処
理
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

事
業
系
ご
み
の
市
内
の
排
出

事
業
所
を
把
握
し
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

事
業
所
か
ら
の

排
出
ご
み
は
自
己
処
理
が
原

則
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
、

燃
せ
る
ご
み
の
少
量
排
出
事

業
所
に
限
り
、
届
け
出
に
よ

り
有
料
で
定
期
収
集
す
る
独

自
の
特
定
ご
み
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成
十
三
年
度

産
業
別
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
に
は
一
万
一
〇
〇
〇
余

り
の
事
業
所
が
あ
る
が
、
そ

の
内
の
特
定
ご
み
制
度
の
要

件
を
満
た
す
事
業
所
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

議
員

事
業
系
ご
み
が
家
庭

ご
み
に
混
入
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
と
聞
く
が
、
市
は
ど

う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

平
成
十
七
年
四

月
現
在
、
特
定
ご
み
制
度
の

加
入
者
は
二
一
九
七
件
で
あ

る
。
未
加
入
事
業
者
が
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
し

た
場
合
は
職
員
が
現
地
調
査

を
行
い
、
特
定
ご
み
制
度
へ

の
加
入
な
ど
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

議
員

多
量
排
出
事
業
者
に

は
減
量
化
指
導
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

環
境
部
長

各
事
業
者
の
実

際
の
排
出
量
の
把
握
が
難
し

い
た
め
、
こ
れ
ま
で
減
量
化

等
計
画
書
の
提
出
を
求
め
た

事
例
は
な
い
。
現
在
、
多
量

排
出
者
の
把
握
と
そ
の
整
理

作
業
を
進
め
て
お
り
、今
後
、

多
量
排
出
者
に
は
計
画
書
の

提
出
を
求
め
て
い
き
た
い
。

一
市
二
町
の
話
合
い
は

廃
棄
物
の
処
理
計
画

整
合
性
図
り
改
訂

議
員

平
成
十
六
年
十
二
月
、

良
好
な
景
観
の
形
成
促
進
を

目
的
に
景
観
法
が
施
行
さ
れ
、

本
市
は
今
年
一
月
に
景
観
行

政
団
体
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
市
で
は
昨
年
度

か
ら
中
心
街
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
違
反
屋
外
広
告
物
の

な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
目

指
し
て
、「
す
っ
き
り
さ
わ

や
か
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
成
果
を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
県
違
反
屋
外
広
告

物
除
却
協
力
員
で
あ
る
、
ま

ち
き
ら
め
き
応
援
隊
（
Ｍ
・

Ｋ
・
Ｏ
）
を
中
心
に
、
警
察

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
事
業
者
、

県
・
市
が
協
働
し
、
中
心
街

の
張
り
紙
や
捨
て
看
板
等
の

除
却
、
撤
去
活
動
を
推
進
す

る
目
的
で
実
施
し
て
き
た
。

成
果
と
し
て
は
、
昨
年
度
は

延
べ
一
九
〇
人
の
参
加
が
あ

り
一
九
〇
〇
枚
余
り
の
張
り

紙
や
捨
て
看
板
を
撤
去
で
き

た
こ
と
、
中
心
街
の
張
り
紙

等
が
確
実
に
減
少
し
た
こ
と
、

多
く
の
市
民
が
こ
の
活
動
に

関
心
を
寄
せ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

議
員

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に

お
け
る
違
反
屋
外
広
告
物
の

対
応
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

モ
デ
ル
地
区
を
拡
大
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
拡
大
さ
れ
た
の
か
。

道
路
部
長

モ
デ
ル
地
区
や

除
却
協
力
員
の
人
数
枠
な
ど

に
つ
い
て
平
塚
土
木
事
務
所

と
協
議
を
進
め
る
過
程
で
、

複
数
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
モ
デ
ル

地
区
指
定
の
申
し
出
が
あ
り
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
Ｍ
・
Ｋ
・

Ｏ
が
発
足
し
た
。
春
日
野
中

学
校
な
ど
の
六
通
学
区
域
が

モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
、
総

勢
三
六
人
が
活
動
し
て
い
る
。

議
員

鎌
倉
市
や
藤
沢
市
で

も
違
反
屋
外
広
告
物
の
除
却

活
動
を
始
め
て
お
り
、
本
市

も
さ
ら
な
る
拡
充
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

道
路
部
長

よ
り
実
効
性
の

高
い
対
応
策
を
検
討
し
て
お

り
、
除
却
協
力
員
の
人
数
枠

の
拡
大
を
は
じ
め
、
対
象
地

区
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
県

と
十
分
に
協
議
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

学
校
教
育
は
学
校
・
地
域
・

家
庭
の
協
働
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
日
々
推
進
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。児
童
・

生
徒
を
中
心
と
し
た
多
様
な

学
習
活
動
や
安
心
し
て
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
は
、学
校
施
設
・

設
備
の
改
善
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
条
件
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
完
全
失
業
率
が
戦

後
最
悪
の
状
況
の
今
日
、
経

済
状
況
の
悪
化
が
教
育
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
、
い
つ
ま
で
も
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
教
育
環
境
が
維
持
さ

れ
る
よ
う
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

ゆ
と
り
あ
る
ゆ
た
か
な

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
予
算
を
大
幅
に
増
額

す
る
こ
と

二

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
き
め
細
か
な
支
援
・

指
導
を
保
障
す
る
た
め
、

教
職
員
定
数
の
抜
本
的
な

改
善
を
行
う
こ
と

三

公
立
諸
学
校
の
施
設
整

備
費
を
増
額
し
、
教
育
諸

条
件
を
整
備
す
る
こ
と

四

義
務
教
育
の
教
科
書
無

償
制
度
を
守
る
こ
と

五

保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
奨
学
金
・
就
学
援
助

の
充
実
を
は
か
る
こ
と

六

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
財
政
の
確
立
の
た

め
、
地
方
交
付
税
を
増
額

す
る
こ
と

七

私
学
助
成
を
拡
充
す
る

こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度

は
、
経
済
的
な
条
件
や
居
住

地
の
い
か
ん
に
拘
わ
ら
ず
、

義
務
教
育
が
等
し
く
受
け
ら

れ
る
と
い
う
必
要
最
低
限
の

水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
財
政
上
の
制
度
と
し

て
認
め
ら
れ
今
日
ま
で
き
て

い
る
。
昨
今
の
景
気
の
低
迷

を
考
慮
す
る
と
、
義
務
教
育

の
水
準
を
維
持
し
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
安
定
的
な
維
持
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
は
必

要
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

平
成
十
八
年
度
も
、
議

務
教
育
制
度
の
根
幹
で
あ

る
、
教
育
の
機
会
均
等
・

水
準
維
持
・
無
償
制
度
の

維
持
に
不
可
欠
な
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

今
後
の
対
応
策

ごご
みみ
処処
理理
広広
域域
化化
のの
最最
終終
報報
告告
書書

自自
区区
内内
処処
分分
未未
検検
討討
のの
理理
由由
たた
だだ
すす

違
反
屋
外
広
告
物
の
除
却
区
域

（�）

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
拡
大

平成��年（２００５年）�月�日

ゆゆ
たた
かか
なな
教教
育育
をを
実実
現現
すす
るる
たた
めめ
のの

教教
育育
予予
算算
のの
増増
額額
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

ひらつか議会だより

小
動
物
の
焼
却
施
設
建
設

規
制
に
向
け
た
考
え
を
問
う

小動物慰霊碑（環境事業センター敷地内）

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
実実態態把把握握しし適適正正なな指指導導をを

現現
行行
義義
務務
教教
育育
費費
国国
庫庫
負負
担担

制制
度度
堅堅
持持
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

第 ��� 号


	148-1
	148-2
	148-3
	148-5
	148-6
	148-7
	148-8

